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 第 2 章では、NIR 応答性を示すカーボンナノチューブ（CNT）および金ナノ
ロッドを用いた細胞培養を行い、細胞培養材料として利用できることを示した。 




ズ、ゲル内 CNT 濃度などの条件で制御できることを明らかにした。 










 第 6 章では、本論文の総括を行い、今後の展望について論じた。 
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 本論文は全 6 章の構成となる、各章の概要を示す。 
 第 1 章では、研究の目的、既往の研究および論文の構成について述べている。 
 第 2 章では、モノレールの紹介及びモノレールの開発の歴史を述べ、日本の
モノレール導入事例と諸外国のモノレール導入事例紹介し、モノレールの廃線
事例を挙げて、廃線の原因を分析する。  
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 第 1 章では、半導体微細加工技術の進歩に伴い、CMOS 集積回路設計では、
回路性能に対するレイアウト依存効果の影響が顕著となり、それを踏まえた上
での消費電力の削減が重要な課題であることを述べている。 














いて、提案手法を適用した SAR-ADC は全消費電力として 38.6nW を達成し、
提案手法を適用しない場合と比較して約 30％の電力削減が実現できることを
示し、提案手法の効果を実証している。 
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